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	Hartshorne et al. 2018 - sugiura (2023年11月11日 22時36分25秒)
	結論:文法の習得能力は17.4歳まで続き、そこから下がる一方。ただし、母語話者と同等の能力を得られるのは、10歳から12歳までに英語学習を始めた場合。それ以降は母語話者並みは無理。なので、期間としては10歳から17歳が臨界期と言えるかな。



